
平成２４年度 弥彦小学校学校だより №８ Ｈ２４．８．２９

い き い き 弥 小 っ 子
今年度のキーワード「かかわる・かかわり」

節目を大切に・充実した日々

校長 齋 藤 憲

２学期がスタートしました。元気な子どもたちの顔・顔・顔。

静まりかえっていた学校に、ふたたび子どもたちの歓声がもどってきました。大きな

事故もなく全員顔を揃えて２学期の出発ができましたことが、何よりもうれしいことで

す。子どもたちは、それぞれに夏の楽しい思い出をかかえて登校してくれました。一回

り大きく成長したように感じられました。ご家庭や地域の皆様方に感謝申し上げます。

２学期は、マイタウンコンサート・全校弥彦山登山・マラソン大会・ふれあい音楽の

集い・文化祭、そして児童会主催の弥小フェスティバル等、実りの秋にふさわしい行事

が計画されています。これらの節目を大切にしながら確かな教育実践を展開していきた

いと考えております。

子どもたちの学習意欲は、親の温かい励ましによって一層高まってきます。その気に

させることが自信となり、力を発揮するものです。そのために、「よき理解者・よき共

感者」としての親の姿が何よりの栄養となります。ご協力よろしくお願いします。

夏休み中に小中連携事業として３つの取組が行われました。１つ目は、小学校６年生

が弥彦中学校で、中学生がリトルティーチャとして学習や部活動の指導をしてくれまし

た。中１ギャップ解消の取組です。２つ目は、キャリア教育の研修会を行いました。小

学校３年生以上が総合的な学習の時間に取り組んでいる、弥彦の伝統文化をそれぞれど

のように学習しているか、そして、どのように小中９ヵ年で力を付けるか等を見通した

計画づくりです。３つ目は、Ｑ－Ｕ研修会を行いました。児童生徒が学校や学級での満

足度等がどのようになっているかを調査結果を、どのように活用にすれば良いのかを講

師を招いて研修しました。

中学年棟と管理棟のトイレ改修工事が終了しました。とてもきれいになりました。（次

号に掲載）

８月１１日（土）

司会の景勝からインタビュー最後は格好良く ＯＧ・ＯＢも合同で

バンド部 桜井の里納涼祭 今年度デビュー



８月１０日（金）

中学校本物授業を体験し、部活動にチャレンジ

８月９日（木）県立教育センターの田中指導主事、石田指導主事を

招いて、小中一貫のキャリア教育（地域学）の研修を実施しました。

８月２０日（月）燕市教育委員会の小林指導主事、分水小学校阿部教諭

を招いて、Ｑ－Ｕ活用研修を実施しました。

校長先生の挨拶と意義説明 オリエンテーションで少し不安 中学生がリトルティーチャーを

理科で観察学習 クラリネットは優しくね ソフトテニスにチャレンジ

キャリア教育の概略説明 小学校ふるさと学習プラン作り 中学校ふるさとプラン作り

なぜＱ－Ｕか？ どうすればよいか、あれこれ。

弥彦中学校体験入学

キャリア教育研修会

Ｑ－Ｕ研修会

具体的な対策案を発表


